
ハイブリッドで開催

※いずれも詳細は、各県労組へお問い合わせ下さい。

全厚労、一致団結して、ガンバロー（長野・アクティホールにて）

10月20日 13：00～
日比谷野外音楽堂

zoom参加者も合わせて、拳を上げました

特集 全厚労第70回
定期大会in長野
全厚労第70回
定期大会in長野

秋の集会　   その1秋の集会　   その2秋の集会　   その3

第34回幹部・
看護師集会in秋田

学習講演
「看護職の働き方改善と
　　看護の力（仮題）」

10月14～15日
ANAクラウンプラザホテル秋田

講師●林　千冬 教授
（神戸市看護大学）

学習講演
「日本の貧困と社会保障
  　運動の課題（仮題）」
講師●唐鎌　直義 教授

（佐久大学人間福祉学部）

ゲスト●
せやろがいおじさん
お笑い芸人・youtuber

10・20総行動　＃いのちまもる
医療・社会保障を立て直せ！

第39回医療研究集会in豊橋
今こそ守ろう　地域の医療と介護
11月18～19日
ロワジールホテル豊橋

半
数
が
長
野
会
場
に

リ
ア
ル
交
流
深
め
る

　
定
期
大
会
に
は
、
オ
ン
ラ
イ

ン
含
め
役
員
・
代
議
員
ら
計
19

県
１
１
０
名
（
委
任
含
ま
ず
）

が
参
加
し
、
メ
イ
ン
会
場
の
ア

ク
テ
ィ
ホ
ー
ル
に
は
、
約
半
数

の
51
名
が
集
ま
り
、
感
染
対
策

を
取
り
な
が
ら
大
会
を
進
め
ま

し
た
。

　
主
催
者
あ
い
さ
つ
で
、
岩
本

一
宏
委
員
長
は
、「
コ
ロ
ナ
禍

で
な
か
な
か
直
接
会
う
場
が
な

か
っ
た
が
、
21
年
度
は
日
本
看

護
協
会
と
の
直
接
懇
談
や
、
国

会
議
員
要
請
行
動
も
行
っ
て
き

た
。
看
護
協
会
出
身
の
石
田
昌

弘
参
議
院
議
員
か
ら
は
、『
診

療
報
酬
改
定
で
看
護
職
員
夜
間

配
置
加
算
を
５
点
上
げ
た
の
は

賃
金
を
意
識
し
て
の
こ
と
。
労

働
組
合
に
は
賃
金
引
き
上
げ
を

頑
張
っ
て
欲
し
い
』
と
エ
ー
ル

を
も
ら
っ
た
。
10
月
か
ら
も
処

遇
改
善
評
価
料
が
算
定
さ
れ
る

が
、
し
っ
か
り
と
賃
上
げ
に
繋

げ
な
い
と
こ
れ
ま
で
の
運
動
が

水
の
泡
と
な
っ
て
し
ま
う
」
と

訴
え
ま
し
た
。

各
県
・
中
央
で

粘
り
強
く
運
動

　
松
尾
晃
書
記
長
が
議

案
提
案
。
21
年
度
の
総

括
と
し
て
、 

①
生
活
給

で
あ
る
一
時
金
の
確
保
、

引
き
上
げ
に
向
け
て
、

全
厚
連
へ
の
度
重
な
る

要
請
と
各
県
で
の
粘
り

強
い
交
渉
を
行
っ
て
き

た
こ
と
、 

②
処
遇
改
善

補
助
金
活
用
も
全
て
の

県
で
行
わ
れ
た
こ
と
、

③
21
年
春
の
衆
議
院
議

員
要
請
に
引
き
続
き
、

22
年
春
参
議
院
議
員
要

請
行
動
を
各
県
か
ら
の

組
合
員
参
加
で
行
え
た

こ
と
、④
コ
ロ
ナ
禍
で

も
専
門
部
を
中
心
に
、
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
で
の
様
々
な
企
画
・
集

会
で
組
合
運
動
を
強
め
て
き
た

こ
と
、
等
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
運
動
方
針
案
で
は
、
22
年
度

の
重
点
と
し
て
、①「
働
き
方
」

に
ゆ
と
り
を
持
ち
、
全
て
の
労

働
者
に
と
っ
て
魅
力
の
あ
る
医

療
職
場
へ
、②
住
民
が
安
心
で

き
る
「
地
域
医
療
提
供
体
制
」

の
維
持
・
向
上
へ
、（
住
民
・

諸
団
体
と
）
連
携
を
進
め
る
、

③「
平
和
」
で
あ
っ
て
こ
そ
の

「
暮
ら
し
」。
日
本
国
憲
法
の
理

想
を
目
指
す
運
動
を
、④「
組
織

拡
大
・
財
政
強
化 

中
期
計
画

（
案
）」
策
定
に
向
け
た
検
討
、

⑤
組
合
員
へ
の
情
報
提
供
な
ど
、

デ
ジ
タ
ル
化
社
会
に
向
け
た
ニ

ュ
ー
ス
改
革
の
試
行
（
３
面
に

詳
細
）
を
提
案
。「
生
活
と
医

療
と
平
和
を
守
る
」
の
全
厚
労

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
ふ
さ
わ
し
い
運

動
を
進
め
よ
う
と
訴
え
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
２
日
間
に
渡
っ
て
、

各
県
の
報
告
・
討
論
が
行
わ
れ

（
２
面
詳
細
）、
予
算
案
と
も
に

満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
厚
労
で
は
、
10
月
に
秋
田

で
幹
部
・
看
護
師
集
会
を
、
11

月
に
愛
知
県
豊
橋
市
で
医
療
研

究
集
会
を
開
催
す
る
予
定
（
い

ず
れ
も
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
）
に
し

て
い
ま
す
。
10
月
20
日
に
は
、

銀
座
パ
レ
ー
ド
を
含
め
た
「
＃

い
の
ち
ま
も
る
」
国
民
集
会
も

行
わ
れ
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
含

め
て
多
く
の
組
合
員
の
参
加
を

呼
び
か
け
ま
す
（
紙
面
下
参

照
）。 22

秋
の
集
会
企
画

運
動
へ
の
参
加
を

3面詳細

全
厚
労
ニ
ュ
ー
ス
が

大
き
く
変
わ
り
ま
す
！

全
厚
労
ニ
ュ
ー
ス
が

大
き
く
変
わ
り
ま
す
！

全
厚
労
ニ
ュ
ー
ス
が

大
き
く
変
わ
り
ま
す
！

　
９
月
９
〜
10
日
、
全
厚
労
は
第
70
回
定
期
大
会
を
、Ｊ
Ａ
長
野
ビ

ル
・
ア
ク
テ
ィ
ホ
ー
ル
に
て
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催
し
ま
し
た
。

直
接
、
人
が
集
ま
っ
て
の
大
会
は
３
年
ぶ
り
。
役
員
の
６
割
強
、

代
議
員
の
４
割
弱
が
会
場
に
集
ま
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
参
加
と
共

に
21
年
度
の
総
括
と
22
年
度
の
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

バージョンアップへバージョンアップへバージョンアップへバージョンアップへ
労働組合活動を労働組合活動を労働組合活動を

https://www.zenkouro.org/

東京都台東区入谷
１－９－５
０３－３８７４－３５９１
０３－３８７４－３５９３

〒110-
0013
ＴＥＬ
ＦＡＸ

（1） 2022年９月20日 第505号全 厚 労 ニ ュ ー ス



が
頑
張
っ
て
い
る
紹
介
記
事
や

職
場
で
活
か
せ
る
情
報
を
掲
載

し
て
い
け
る
よ
う
紙
面
改
革
も

進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　
な
お
完
全
デ
ジ
タ
ル
号
の
評

価
に
つ
い
て
は
、
読
者
ア
ン
ケ

ー
ト
を
取
り
、
次
年
度
以
降
の

発
行
計
画
に
反
映
さ
せ
て
い
き

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
全
厚
労
ニ

ュ
ー
ス
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
全
厚
労
教
宣
部
で
は
、
こ
の

間
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ツ
イ
ッ

タ
ー
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
情
報
提

供
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
ま
た

併
せ
て
印
刷
物
と
し
て
の
全
厚

労
ニ
ュ
ー
ス
も
、
組
合
員
に
役

に
立
つ
、
興
味
を
持
っ
て
手
に

取
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
機
関

紙
を
作
ろ
う
と
、
議
論
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。

　
紙
媒
体
の
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
、
入
稿
か
ら
組
合
員
の
手
に

届
く
ま
で
に
最
低
で
も
10
日
程

度
の
タ
イ
ム
ラ
グ
が
生
じ
る
、

そ
も
そ
も
紙
媒
体
を
読
む
習
慣

が
減
っ
て
い
る
、
様
々
な
印
刷

物
に
紛
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
多

い
な
ど
が
出
て
き
ま
し
た
。
全

厚
労
ニ
ュ
ー
ス
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
る
の
で
、

後
日
参
照
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
お
り
、
最
初
か
ら
ネ
ッ
ト
で

見
る
人
に
と
っ
て
紙
媒
体
は
必

要
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
一
方
、
紙
媒
体
の
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
、
紙
配
布
に
よ
っ
て
手

に
取
る
場
合
が
あ
る
、
組
合
の

オ
ル
グ
や
学
習
活
動
に
も
使
い

や
す
い
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
ニ
ュ
ー
ス
発
行
を
心
待
ち
に

し
て
い
る
方
も
一
定
数
い
る
と

思
わ
れ
、
現
時
点
で
完
全
に
紙

ベ
ー
ス
の
発
行
を
な
く
す
こ
と

は
出
来
な
い
と
考
え
ま
し
た
。

　
ま
た
紙
面
の
カ
ラ
ー
化
は
、

必
須
の
対
応
で
す
。
モ
ノ
ク
ロ

よ
り
カ
ラ
ー
紙
面
は
ア
イ
キ
ャ

ッ
チ
効
果
が
高
く
、
目
に
止
ま

っ
て
手
に
取
る
可
能
性
も
上
が

り
、
デ
ジ
タ
ル
号
化
で
浮
か
し

た
予
算
を
通
常
印
刷
号
の
カ
ラ

ー
化
に
充
て
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
紙
面
内
容
も
、

集
会
の
後
追
い
記
事
等
ば
か
り

で
な
く
、
全
国
各
地
で
組
合
員

22年 9月 定期大会特集号（今号）
 10月 幹部・看護師集会（秋田）など
 11月 デジタル号
  秋の厚生労働省交渉など
 12・1月 合併号（8ページ建て）  新年号企画
 2月 デジタル号
  春闘アンケート分析結果など
 3月 春闘・新人向け、職場活動のヒント
 4月 春闘情報・労働者の権利学習など

※3・4月号は特に新人・若い人向けの企
画を検討しています。

 5月 デジタル号
メーデー・ナースウェーブ、平和の取
り組み、母性保護月間など

 6月 組合活動の役立つ実践例など
 7月 年度の取り組み紹介、専門部など
 8月 デジタル号
　　　　　原水爆禁止世界大会、平和企画

　デジタル号では、各月20日からHPにアクセ
スして見ることができます。通常の印刷号は、
全ての号で表（1・4）面がカラーとなります。
　なお企画内容は変わることがあります。

発行スケジュール（案）全厚労ニュース

22年度・全厚労ニュースが大きく変わります！22年度・全厚労ニュースが大きく変わります！

完全デジタル発行を試行完全デジタル発行を試行 内容一新

　
全
厚
労
ニ
ュ
ー
ス
は
、
１
９
７
４
年
に
創
刊
し
、
22
年
４
月
号
で
５
０
０
号
を
迎
え
た
全

厚
労
の
機
関
紙
で
、
創
刊
時
は
大
判
（
現
在
の
新
聞
と
同
じ
大
き
さ
）
か
ら
、
途
中
Ｂ
５
版

の
リ
ー
フ
形
式
へ
、
そ
し
て
07
年
か
ら
は
現
在
の
タ
ブ
ロ
イ
ド
判
と
判
型
は
変
わ
り
つ
つ
も
、

組
合
員
向
け
に
全
厚
労
や
各
県
の
取
り
組
み
・
運
動
や
学
習
資
材
な
ど
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。

　
多
く
の
人
た
ち
の
情
報
収
集
方
法
が
、
紙
媒
体
か
ら
ネ
ッ
ト
に
移
行
し
て
い
き
労
働
組
合

の
教
宣
活
動
と
し
て
の
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
る
中
で
、
今
年
度
、
ニ
ュ
ー
ス
の
完
全
デ
ジ

タ
ル
化
を
「
試
行
」
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

組合員の目に止まるニュースを目指した紙面

●
中
央
執
行
委
員
長

　岩
本

　一
宏
（
広

　島
・
再
）

●
中
央
副
執
行
委
員
長

　中
村

　
　悟
（
秋

　田
・
再
）

　花
澤

　直
樹
（
長

　野
・
再
）

　西
田

　知
弘
（
岐

　阜
・
再
）

　大
栗

　
　陽
（
徳

　島
・
再
）

●
書
記
長

　松
尾

　
　晃
（
本

　部
・
再
）

●
書
記
次
長

　畠

　
　輝
義
（
秋

　田
・
新
）

　岡
野

　
　学
（
本

　部
・
再
）

●
中
央
執
行
委
員

　池
田

　裕
晃
（
北
海
道
・
新
）

　佐
々
木

　崇
（
福

　島
・
再
）

　大
平

　雅
浩
（
新

　潟
・
元
）

　大
﨑

　泰
信
（
富

　山
・
新
）

　市
川

　貴
之
（
長

　野
・
新
）

　加
藤

　裕
樹
（
茨

　城
・
新
）

　平
井

　真
史
（
熊

　谷
・
新
）

　中
村

　淳
一
（
神
奈
川
・
新
）

　平
岡

　眞
弓
（
静

　岡
・
新
）

　藤
原

　佑
樹
（
愛

　知
・
新
）

　岡
村

　秀
人
（
岐

　阜
・
元
）

　岡
野

　元
保
（
三

　重
・
元
）

　高
本

　奉
彦
（
広

　島
・
再
）

　松
田

　純
一
（
山

　口
・
再
）

　川
田

　祐
生
（
香

　川
・
再
）

　畠
山

　
　宗
（
徳

　島
・
再
）

　堀
野

　翔
太
（
高

　知
・
新
）

　中
野

　
　綾
（
大

　分
・
再
）

●
会
計
監
査

　越
崎

　祐
輔
（
北
海
道
・
新
）

　関
原

　宏
幸
（
長

　野
・
再
）

　杉
野

　
　諒
（
岐

　阜
・
新
）

●
中
央
執
行
委
員

　下
保

　誠
史
（
北
海
道
）

　和
田

　祐
輔
（
新

　潟
）

　浦
田

　孝
之
（
富

　山
）

　高
橋
た
だ
し
（
長

　野
）

　宇
留
野
正
志
（
茨

　城
）

　岡
部

　義
秀
（
神
奈
川
）

　天
野

　雅
史
（
静

　岡
）

　荒
川

　博
昭
（
愛

　知
）

　田
口

　
　学
（
岐

　阜
）

　小
掠

　瑞
樹
（
三

　重
）

　由
比

　智
一
（
高

　知
）

●
会
計
監
査

　橘

　
　優
人
（
富

　山
）

　稲
葉

　
　功
（
静

　岡
）

 ●全国組合
全医労　全日赤　全ＪＣＨＯ労組　全労災
国共病組

 ●医労連・県医労連
日本医労連　青森県　秋田県　山形県　福島県
茨城県　群馬県　埼玉県　長野県　福井県　愛知県
滋賀県　京都　大阪　奈良県　広島県　福岡県

 ●友誼組合・友好団体
全労連　全農協労連　鹿児島県農協労組　建交労
国公労連　国民救援会中央本部　母親大会実行委員会
日本原水協　日本医療総合研究所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（順不同）

メッセージを寄せて頂いた組織・団体メッセージを寄せて頂いた組織・団体

●
議
長

　奥
井

　明
子
（
秋
田
）

　大
平

　雅
浩
（
新
潟
）

　市
川

　貴
之
（
長
野
）

●
議
事
運
営
委
員
会

　小
西

　正
規
（
秋
田
）

　清
水

　孝
則
（
長
野
）

★
岡
村

　秀
人
（
岐
阜
）

　杢
保

　貴
幸
（
香
川
）

　岡
野

　
　学
（
中
執
）

●
選
挙
管
理
委
員
会

　池
田

　裕
晃
（
北
海
道
）

★
吉
井

　京
湖
（
茨
城
）

　山
本

　祐
二
朗
（
静
岡
）

　万
里

　昌
美
（
徳
島
）

●
大
会
事
務
局

・
大
会
書
記

　西
澤

　
　由
美
（
長
野
）

　小
布
施

　美
佐
（
長
野
）

【
次
期
選
挙
管
理
委
員
】

　三

　北
・
福
島

　関

　信
・
長
野

　東

　海
・
岐
阜

　西
日
本
・
徳
島

★
印
は
委
員
長

２
０
２
２
年
度

全
厚
労
役
員

退
任
さ
れ
た
役
員

大
会
役
員

茨
城
・
藤
田
周
さ
ん

　
21
秋
闘
の
年
度
末
交
渉
は
21
春

闘
か
ら
の
継
続
的
闘
い
と
し
て
臨

ん
だ
。21
春
闘
は
会
か
ら
夏
１
・
５
、

冬
１
・
５
、
剰
余
が
出
れ
ば
年
度

末
に
１
ヵ
月
分
と
い
う
提
案
だ
っ

た
。
前
年
も
コ
ロ
ナ
禍
で
経
営
に

協
力
し
た
の
で
２
年
連
続
は
許
せ

ず
、「
夏
の
２
か
月
は
払
え
る
の

だ
か
ら
き
ち
ん
と
払
い
、
冬
と
は

切
り
離
し
て
交
渉
せ
よ
」
と
迫
り
、

夏
２
ヵ
月
を
確
保
し
た
。
組
合
は

今
後
も
、「
生
活
給
と
し
て
年
間

４
ヶ
月
」
の
要
求
を
ブ
レ
ず
に
守

っ
て
い
く
。

三
重
・
畑
中
剛
喜
さ
ん

　
昨
年
９
月
の
労
使
協
議
会
で
会

側
よ
り
、
新
人
事
給
与
制
度
の
た

た
き
台
の
説
明
。
そ
の
後
、
各
支

部
へ
の
説
明
会
を
依
頼
し
開
催
。

10
月
の
労
使
協
議
会
で
問
題
点
を

指
摘
、
そ
の
後
も
意
見
や
問
題
点

を
集
約
し
提
出
、
11
月
に
回
答
を

求
め
た
。
た
た
き
台
で
は
、
賞
与

は
「
55
歳
以
上
の
管
理
職
及
び
役

職
者
の
み
が
満
額
に
改
善
」
だ
っ

た
た
め
「
対
象
職
員
の
一
律
支

給
」「
危
険
手
当
２
の
廃
止
」「
待

機
手
当
の
改
善
」
を
要
望
し
、
再

度
各
支
部
へ
の
説
明
会
等
を
行
い
、

賛
成
７
支
部
、
反
対
１
支
部
の
中

で
12
月
に
合
意
し
た
。
今
回
の
給

与
変
更
は
給
与
枠
の
変
更
を
変
え

な
い
で
手
当
の
組
み
換
え
を
行
っ

た
も
の
で
、
長
年
解
決
で
き
な
か

っ
た
55
歳
以
降
の
賞
与
50
％
支
給

を
改
善
さ
せ
た
。
負
担
と
な
っ
て

い
る
、
宿
日
直
、
待
機
、
夜
勤
の

手
当
が
増
額
さ
れ
た
こ
と
は
プ
ラ

ス
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
他
課
題

は
い
く
つ
も
残
っ
て
い
る
が
継
続

協
議
を
進
め
る
。

広
島
・
田
邊
将
寛
さ
ん

　
秋
闘
要
求
で
は
、
２
．
４
ヶ
月

＋
２
万
円
、
コ
ロ
ナ
手
当
を
求
め

た
。
交
渉
を
繰
り
返
し
２
・
４
ヶ

月
＋
１
万
円
と
コ
ロ
ナ
手
当
全
職

員
５
万
円
を
勝
ち
取
っ
た
。
春
闘

で
は
「
将
来
的
に
夜
勤
６
日
を
目

指
す
」
確
認
書
を
交
わ
し
た
。
実

現
に
向
け
て
は
時
間
を
要
す
る
と

思
う
が
、
会
側
と
夜
勤
の
有
害
性

や
過
酷
さ
を
共
通
認
識
し
、
前
進

で
き
た
こ
と
は
大
き
な
進
歩
。「
子

の
看
護
休
暇
」
で
は
、
22
年
７
月

１
日
よ
り
無
給
か
ら
有
給
に
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
１
年
の
前

進
は
、
組
合
事
務
所
に
相
談
に
来

た
多
く
の
組
合
員
の
要
望
や
相
談

に
１
つ
ず
つ
丁
寧
に
対
応
し
、
や

っ
て
き
た
成
果
。
ま
だ
ま
だ
活
動

制
限
は
続
く
が
、
各
支
部
単
位
で

し
っ
か
り
と
下
地
を
作
り
活
動
を

行
な
っ
て
い
く
。

長
野
・
小
林
吟
子
さ
ん

　
22
春
闘
で
は
、
定
期
昇
給
＋
ベ

ー
ス
ア
ッ
プ
４
万
円
を
要
求
。
会

は
「
年
間
一
時
金
を
３
．
８
ヶ
月
。

定
昇
確
保
」
と
回
答
。
ベ
ア
に
か

わ
る
全
職
員
対
象
手
当
は
「
10
月

か
ら
の
診
療
報
酬
の
詳
細
が
決
定

し
て
お
ら
ず
、
負
担
額
が
見
込
め

な
い
こ
と
、
４
週
８
休
導
入
実
現

の
場
合
は
実
質
的
な
ベ
ア
に
な
る

た
め
、
現
段
階
で
は
財
務
状
況
が

見
込
め
ず
支
給
は
困
難
」
と
回
答
。

労
組
は
「
20
年
間
ベ
ア
が
な
く
、

生
活
負
担
額
も
増
加
、
組
合
員
は

再
構
築
へ
の
努
力
も
惜
し
ま
ず
に

一
時
金
削
減
に
も
理
解
を
示
し
て

き
た
。
財
務
状
況
や
、
施
設
光
熱

費
の
高
騰
影
響
は
理
解
で
き
る
が
、

職
員
の
実
質
賃
金
は
物
価
高
騰
も

含
め
減
少
。
よ
り
よ
い
医
療
・
介

護
を
提
供
で
き
る
努
力
を
最
大
限

払
っ
て
き
た
職
員
の
生
活
水
準
が

低
下
の
現
状
に
対
し
て
、
改
善
の

方
向
性
を
見
つ
け
よ
う
と
す
る
姿

勢
が
ま
っ
た
く
見
え
な
い
」
と
の

反
論
に
会
も
理
解
を
示
し
継
続
協

議
と
な
っ
た
。

福
島
・
船
木
裕
子
さ
ん

　
秋
闘
・
春
闘
で
組
合
員
か
ら
あ

が
っ
た
ほ
ぼ
す
べ
て
の
要
求
と
専

門
部
か
ら
の
要
求
を
提
出
。
秋
闘

５
項
目
、
春
闘
で
は
６
項
目
で
前

進
回
答
を
得
た
。
秋
闘
で
は
、
青

年
部
か
ら
の
継
続
要
求
で
あ
る

「
出
産
休
暇
の
取
得
可
能
期
間
」を
、

10
日
か
ら
14
日
に
拡
大
さ
せ
た
。

春
闘
で
は
、
助
産
師
に
新
た
な
手

当
を
獲
得
し
た
。
ま
た
看
護
・
介

護
職
員
等
処
遇
改
善
事
業
補
助
金

は
看
護
職
４
千
円
、
介
護
職
７
千

円
が
支
給
と
な
り
会
の
持
ち
出
し

も
あ
り
非
対
象
で
あ
る
２
病
院
も

含
め
全
病
院
の
臨
時
・
パ
ー
ト
を

除
く
看
護
師
と
、
全
施
設
で
働
く

介
護
職
と
病
院
で
勤
務
し
介
護
職

の
給
料
表
扱
い
に
な
っ
て
い
る
介

護
職
と
相
談
員
に
も
支
給
し
た
。

神
奈
川
・
中
村
淳
一
さ
ん

　
伊
勢
原
協
同
病
院
の
検
査
室
で
、

７
年
に
わ
た
っ
て
管
理
者
に
よ
る

パ
ワ
ハ
ラ
が
続
い
た
。
こ
の
間
５

人
が
退
職
と
異
動
に
追
い
や
ら
れ

た
。
具
体
的
に
は
ス
タ
ッ
フ
全
員

に
月
末
提
出
書
類
の
ミ
ス
の
減
点

表
の
張
り
出
し
や
、「
人
事
考
課

を
す
る
」
と
全
員
の
前
で
辱
め
を

行
っ
た
。
入
念
な
準
備
を
経
て
団

交
を
行
い
、
事
務
長
が
思
わ
ず
謝

罪
す
る
ほ
ど
の
94
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ

証
拠
を
突
き
つ
け
た
。
そ
の
結
果

パ
ワ
ハ
ラ
当
事
者
の
配
置
転
換
が

行
わ
れ
た
。
振
替
休
日
と
年
休
が

０
・
５
日
ず
つ
に
分
割
さ
れ
た
法

違
反
問
題
も
改
善
す
る
こ
と
を
約

束
さ
せ
た
。
昨
年
12
月
に
は
３
年

分
の
振
替
休
日
の
割
増
賃
金
を
15

人
分
で
約
１
０
０
万
円
支
払
わ
せ

た
。
そ
の
他
合
わ
せ
て
10
項
目
の

要
求
を
勝
ち
取
っ
た
。
36
協
定
の

実
務
点
検
者
の
実
績
を
基
に
、
新

し
い
組
合
事
務
所
を
提
供
さ
せ
た
。

今
後
は
事
務
所
を
活
用
し
、
他
の

職
場
に
も
労
基
法
違
反
是
正
の
取

り
組
み
を
広
げ
一
層
強
化
す
る
。

岐
阜
・
岡
村
秀
人
さ
ん

　
夏
季
団
体
交
渉
前
に
「
緊
急
ア

ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
。
労
使
交
渉

で
結
果
を
突
き
つ
け
、
会
側
も

「
参
考
に
な
っ
た
」と
言
っ
て
い
た
。

主
任
級
以
上
の
時
間
外
手
当
の
併

給
調
整
の
是
正
・
撤
廃
に
つ
い
て

は
、
撤
廃
と
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、

初
め
て
会
側
も
「
問
題
視
し
て
い

る
」
と
し
て
、
継
続
協
議
を
確
約

さ
せ
た
。
人
員
確
保
は
、
労
使
交

渉
の
中
で
、
各
事
業
所
の
「
労
働

安
全
衛
生
委
員
会
」
で
、
要
員
計

画
を
労
使
一
緒
に
策
定
し
よ
う
と

提
案
が
あ
っ
た
。
組
織
強
化
に
つ

い
て
、
全
８
支
部
中
６
支
部
で
加

入
率
が
50
％
を
切
り
、
岐
厚
労
全

体
で
も
38
・
６
％
と
低
い
加
入
率
。

今
年
度
執
行
部
で
加
入
の
促
進
と

脱
退
の
防
止
に
様
々
取
り
組
ん
だ
。

ま
ず
は
目
に
見
え
る
対
策
と
し
て
、

「
リ
ロ
ク
ラ
ブ
（
株
式
会
社
福
利

厚
生
倶
楽
部
）」
福
利
厚
生
サ
ー

ビ
ス
の
５
年
間
試
行
を
大
会
で
決

め
た
。

富
山
・
橘
優
人
さ
ん

　
昨
年
度
の
一
時
金
闘
争
で
は
収

支
状
況
が
厳
し
い
な
か
、
２
・
０

ヶ
月
の
支
給
、
さ
ら
に
コ
ロ
ナ
対

応
手
当
と
し
て
一
律
５
万
円
の
支

給
。
55
歳
以
降
の
６
割
支
給
対
象

者
は
暫
定
措
置
と
し
な
が
ら
昨
年

度
同
様
の
８
割
支
給
。
年
度
末
一

時
金
で
は
敢
闘
手
当
０
・
２
ヶ
月

の
支
給
と
一
律
５
万
円
の
支
給
。

55
歳
以
降
の
６
割
支
給
対
象
者
は

減
額
な
し
の
満
額
支
給
と
な
っ
た
。

夏
期
一
時
金
は
、
収
支
は
計
画
未

達
の
な
か
、
２
．
０
ヶ
月
の
支
給
、

55
歳
以
降
の
６
割
支
給
対
象
者
は

暫
定
措
置
と
し
な
が
ら
８
割
５
分

支
給
と
な
り
、
少
し
ず
つ
だ
が
支

給
率
の
改
善
と
な
っ
た
。
看
護
師

の
確
保
策
と
し
て
看
護
師
調
整
手

当
の
倍
額
や
随
時
募
集
の
支
度
金

の
増
額
な
ど
賃
金
に
関
す
る
処
遇

改
善
が
行
わ
れ
た
。
年
齢
構
成
が

高
い
、
栄
養
士
・
調
理
師
を
新
た

に
４
名
を
確
保
。
60
歳
以
降
の
継

続
雇
用
制
度
に
お
い
て
す
べ
て
の

職
種
の
賃
金
が
増
額
と
な
り
、
大

き
な
前
進
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で

「
医
療
手
当
の
段
階
的
削
減
（
平

成
15
年
〜
18
年
）」
と
「
暫
定
給

か
ら
の
減
額
措
置
（
平
成
19
年
〜

令
和
２
年
）」
が
継
続
さ
れ
、
労

働
組
合
と
し
て
一
定
の
理
解
と
協

力
を
し
て
き
た
が
、
22
春
闘
で
は

減
額
措
置
の
な
い
定
期
昇
給
の
実

施
と
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
強
く
訴

え
、
20
年
ぶ
り
の
満
額
の
定
期
昇

給
と
な
っ
た
。

愛
知
・
沖
公
平
さ
ん

　
21
年
度
は
12
月
の
時
点
で
経
営

側
の
判
断
に
よ
り
冬
季
一
時
金
と

は
別
に
「
特
別
な
賞
与
」
と
し
て

箇
率
０
・
５
ヶ
月
が
支
給
さ
れ
た
。

22
年
春
闘
で
は
①
21
年
度
末
賞
与

の
最
大
限
の
支
給
、②
定
期
昇
給

の
実
施
、③
年
間
４
・
０
ケ
月
の

一
時
金
支
給
の
確
約
を
求
め
、
い

ず
れ
も
満
額
回
答
で
あ
り
妥
結
。

さ
ら
に
、
経
営
側
（
理
事
長
）
の

判
断
に
よ
り
年
度
末
賞
与
と
は
別

に
一
律
金
10
万
円
が
支
給
。
コ
ロ

ナ
対
応
に
奮
闘
す
る
職
員
の
努
力

を
評
価
す
べ
き
と
の
労
使
共
通
の

想
い
が
形
に
な
っ
た
も
の
と
考
え

て
い
る
。
他
に
、
過
去
何
度
も
交

渉
を
重
ね
た
経
緯
の
あ
る
通
勤
手

当
（
有
料
道
路
代
）
の
、「
支
給

額
上
限
４
万
５
千
円
撤
廃
」
を
要

求
。
結
果
、
上
限
撤
廃
は
実
現
し

な
か
っ
た
が
、
現
状
の
上
限
４
万

５
千
円
を
勝
ち
取
っ
た
10
年
前
の

交
渉
時
に
「
今
後
再
検
討
し
な

い
」
と
確
認
し
た
こ
と
を
打
ち
破

り
、
今
回
の
交
渉
に
よ
っ
て
再
度

検
討
の
遡
上
に
乗
っ
た
と
い
う
成

果
を
得
た
。

徳
島
・
椹
口
浩
之
さ
ん

　
秋
闘
で
は
深
夜
勤
務
の
前
日
の

イ
ン
タ
ー
バ
ル
確
保
の
た
め
に
半

日
勤
務
か
休
日
と
な
り
、
実
質
的

な
休
日
が
減
少
し
て
い
る
部
分
の

年
２
回
、
半
日
の
勤
務
免
除
を
勝

ち
取
っ
た
。
年
末
交
渉
で
は
、
根

気
強
く
交
渉
し
59
歳
以
上
の
職
員

に
対
し
現
在
の
算
定
率
40
％
に
プ

ラ
ス
５
万
円
と
い
う
回
答
。
年
度

末
交
渉
も
２
回
の
団
体
交
渉
を
行

い
４
次
回
答
と
し
て
一
時
金
２
万

２
千
円
、
補
助
金
８
千
円
の
計
３

万
円
を
引
き
だ
し
妥
結
。
春
闘
で

は
56
歳
以
上
の
一
時
金
支
給
率
の

改
善
交
渉
を
主
に
行
い
、
現
行
59

歳
以
上
の
算
定
率
40
％
を
、
59
歳

は
50
％
、
60
歳
は
45
％
と
前
進
回

答
を
得
た
。
手
術
室
勤
務
手
当
も

千
円
増
の
６
千
円
／
月
と
増
額
さ

せ
た
。
放
射
線
手
当
は
昭
和
59
年

よ
り
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
現
在
の

高
度
化
さ
れ
た
業
務
に
適
し
た
手

当
を
支
給
す
る
よ
う
求
め
、
現
行

の
７
千
５
百
円
か
ら
１
万
円
へ
増

額
さ
せ
た
。

高
知
・
北
村
雅
志
さ
ん

　
秋
闘
で
は
要
求
書
の
内
容
を
上

回
る
一
時
金
を
、
春
闘
で
は
昨
年

度
と
同
等
の
一
時
金
を
獲
得
し
た
。

組
織
拡
大
で
は
新
人
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
を
６
月
に
開
催
し
、
新

人
職
員
７
名
が
加
入
。
高
厚
労
は

こ
こ
数
年
組
織
拡
大
に
力
を
入
れ
、

積
極
的
に
組
合
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
を

行
い
、
加
入
促
進
に
努
め
て
い
る
。

そ
の
甲
斐
も
あ
っ
て
、
減
少
し
て

い
た
組
合
員
数
も
こ
こ
数
年
で
回

復
し
て
き
て
い
る
。
昨
年
度
看
護

師
の
夜
勤
手
当
倍
額
支
給
を
廃
止

し
た
た
め
、
こ
れ
ま
で
春
闘
で
訴

え
て
き
た
看
護
師
の
夜
勤
回
数
８

回
を
よ
り
確
実
に
守
ら
せ
る
よ
う

看
護
部
長
と
も
話
し
合
い
改
善
し

て
き
て
い
る
。
今
後
の
重
点
課
題

は
組
織
拡
大
、
こ
こ
数
年
の
新
人

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
後
の
新
人

加
入
率
は
好
調
で
、
今
後
も
引
き

続
き
新
人
の
加
入
や
未
加
入
者
へ

の
勧
誘
も
積
極
的
に
行
い
、
目
先

の
目
標
で
あ
る
組
合
員
数
百
人
を

ク
リ
ア
し
、
そ
の
後
も
組
織
拡
大

す
る
よ
う
に
努
め
て
い
く
。

　
第
70
回
定
期
大
会
で
は
、
当
日
発
言
と
文
書
発
言
を
合

わ
せ
、
各
県
よ
り
14
本
、
専
門
委
員
会
か
ら
４
本
の
計
18

本
の
発
言
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
当
日
発
言
は
14
本
で
し
た
。

大
会
で
の
報
告
と
発
言
を
一
部
抜
粋
し
紹
介
し
ま
す
。

大
会
で
の
報
告
と
討
論
内
容

大
会
で
の
報
告
と
討
論
内
容

採決状況

1号議案：満場一致
2号議案：満場一致

採決時代議員数
（委任含む・議長除く）：78名

（3） 2022年９月20日 第505号全 厚 労 ニ ュ ー ス （2）2022年９月20日 第505号全 厚 労 ニ ュ ー ス



が
頑
張
っ
て
い
る
紹
介
記
事
や

職
場
で
活
か
せ
る
情
報
を
掲
載

し
て
い
け
る
よ
う
紙
面
改
革
も

進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　
な
お
完
全
デ
ジ
タ
ル
号
の
評

価
に
つ
い
て
は
、
読
者
ア
ン
ケ

ー
ト
を
取
り
、
次
年
度
以
降
の

発
行
計
画
に
反
映
さ
せ
て
い
き

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
全
厚
労
ニ

ュ
ー
ス
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
全
厚
労
教
宣
部
で
は
、
こ
の

間
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ツ
イ
ッ

タ
ー
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
情
報
提

供
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
ま
た

併
せ
て
印
刷
物
と
し
て
の
全
厚

労
ニ
ュ
ー
ス
も
、
組
合
員
に
役

に
立
つ
、
興
味
を
持
っ
て
手
に

取
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
機
関

紙
を
作
ろ
う
と
、
議
論
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。

　
紙
媒
体
の
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
、
入
稿
か
ら
組
合
員
の
手
に

届
く
ま
で
に
最
低
で
も
10
日
程

度
の
タ
イ
ム
ラ
グ
が
生
じ
る
、

そ
も
そ
も
紙
媒
体
を
読
む
習
慣

が
減
っ
て
い
る
、
様
々
な
印
刷

物
に
紛
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
多

い
な
ど
が
出
て
き
ま
し
た
。
全

厚
労
ニ
ュ
ー
ス
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
る
の
で
、

後
日
参
照
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
お
り
、
最
初
か
ら
ネ
ッ
ト
で

見
る
人
に
と
っ
て
紙
媒
体
は
必

要
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
一
方
、
紙
媒
体
の
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
、
紙
配
布
に
よ
っ
て
手

に
取
る
場
合
が
あ
る
、
組
合
の

オ
ル
グ
や
学
習
活
動
に
も
使
い

や
す
い
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
ニ
ュ
ー
ス
発
行
を
心
待
ち
に

し
て
い
る
方
も
一
定
数
い
る
と

思
わ
れ
、
現
時
点
で
完
全
に
紙

ベ
ー
ス
の
発
行
を
な
く
す
こ
と

は
出
来
な
い
と
考
え
ま
し
た
。

　
ま
た
紙
面
の
カ
ラ
ー
化
は
、

必
須
の
対
応
で
す
。
モ
ノ
ク
ロ

よ
り
カ
ラ
ー
紙
面
は
ア
イ
キ
ャ

ッ
チ
効
果
が
高
く
、
目
に
止
ま

っ
て
手
に
取
る
可
能
性
も
上
が

り
、
デ
ジ
タ
ル
号
化
で
浮
か
し

た
予
算
を
通
常
印
刷
号
の
カ
ラ

ー
化
に
充
て
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
紙
面
内
容
も
、

集
会
の
後
追
い
記
事
等
ば
か
り

で
な
く
、
全
国
各
地
で
組
合
員

22年 9月 定期大会特集号（今号）
 10月 幹部・看護師集会（秋田）など
 11月 デジタル号
  秋の厚生労働省交渉など
 12・1月 合併号（8ページ建て）  新年号企画
 2月 デジタル号
  春闘アンケート分析結果など
 3月 春闘・新人向け、職場活動のヒント
 4月 春闘情報・労働者の権利学習など

※3・4月号は特に新人・若い人向けの企
画を検討しています。

 5月 デジタル号
メーデー・ナースウェーブ、平和の取
り組み、母性保護月間など

 6月 組合活動の役立つ実践例など
 7月 年度の取り組み紹介、専門部など
 8月 デジタル号
　　　　　原水爆禁止世界大会、平和企画

　デジタル号では、各月20日からHPにアクセ
スして見ることができます。通常の印刷号は、
全ての号で表（1・4）面がカラーとなります。
　なお企画内容は変わることがあります。

発行スケジュール（案）全厚労ニュース

22年度・全厚労ニュースが大きく変わります！22年度・全厚労ニュースが大きく変わります！

完全デジタル発行を試行完全デジタル発行を試行 内容一新

　
全
厚
労
ニ
ュ
ー
ス
は
、
１
９
７
４
年
に
創
刊
し
、
22
年
４
月
号
で
５
０
０
号
を
迎
え
た
全

厚
労
の
機
関
紙
で
、
創
刊
時
は
大
判
（
現
在
の
新
聞
と
同
じ
大
き
さ
）
か
ら
、
途
中
Ｂ
５
版

の
リ
ー
フ
形
式
へ
、
そ
し
て
07
年
か
ら
は
現
在
の
タ
ブ
ロ
イ
ド
判
と
判
型
は
変
わ
り
つ
つ
も
、

組
合
員
向
け
に
全
厚
労
や
各
県
の
取
り
組
み
・
運
動
や
学
習
資
材
な
ど
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。

　
多
く
の
人
た
ち
の
情
報
収
集
方
法
が
、
紙
媒
体
か
ら
ネ
ッ
ト
に
移
行
し
て
い
き
労
働
組
合

の
教
宣
活
動
と
し
て
の
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
る
中
で
、
今
年
度
、
ニ
ュ
ー
ス
の
完
全
デ
ジ

タ
ル
化
を
「
試
行
」
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

組合員の目に止まるニュースを目指した紙面

●
中
央
執
行
委
員
長

　岩
本

　一
宏
（
広

　島
・
再
）

●
中
央
副
執
行
委
員
長

　中
村

　
　悟
（
秋

　田
・
再
）

　花
澤

　直
樹
（
長

　野
・
再
）

　西
田

　知
弘
（
岐

　阜
・
再
）

　大
栗

　
　陽
（
徳

　島
・
再
）

●
書
記
長

　松
尾

　
　晃
（
本

　部
・
再
）

●
書
記
次
長

　畠

　
　輝
義
（
秋

　田
・
新
）

　岡
野

　
　学
（
本

　部
・
再
）

●
中
央
執
行
委
員

　池
田

　裕
晃
（
北
海
道
・
新
）

　佐
々
木

　崇
（
福

　島
・
再
）

　大
平

　雅
浩
（
新

　潟
・
元
）

　大
﨑

　泰
信
（
富

　山
・
新
）

　市
川

　貴
之
（
長

　野
・
新
）

　加
藤

　裕
樹
（
茨

　城
・
新
）

　平
井

　真
史
（
熊

　谷
・
新
）

　中
村

　淳
一
（
神
奈
川
・
新
）

　平
岡

　眞
弓
（
静

　岡
・
新
）

　藤
原

　佑
樹
（
愛

　知
・
新
）

　岡
村

　秀
人
（
岐

　阜
・
元
）

　岡
野

　元
保
（
三

　重
・
元
）

　高
本

　奉
彦
（
広

　島
・
再
）

　松
田

　純
一
（
山

　口
・
再
）

　川
田

　祐
生
（
香

　川
・
再
）

　畠
山

　
　宗
（
徳

　島
・
再
）

　堀
野

　翔
太
（
高

　知
・
新
）

　中
野

　
　綾
（
大

　分
・
再
）

●
会
計
監
査

　越
崎

　祐
輔
（
北
海
道
・
新
）

　関
原

　宏
幸
（
長

　野
・
再
）

　杉
野

　
　諒
（
岐

　阜
・
新
）

●
中
央
執
行
委
員

　下
保

　誠
史
（
北
海
道
）

　和
田

　祐
輔
（
新

　潟
）

　浦
田

　孝
之
（
富

　山
）

　高
橋
た
だ
し
（
長

　野
）

　宇
留
野
正
志
（
茨

　城
）

　岡
部

　義
秀
（
神
奈
川
）

　天
野

　雅
史
（
静

　岡
）

　荒
川

　博
昭
（
愛

　知
）

　田
口

　
　学
（
岐

　阜
）

　小
掠

　瑞
樹
（
三

　重
）

　由
比

　智
一
（
高

　知
）

●
会
計
監
査

　橘

　
　優
人
（
富

　山
）

　稲
葉

　
　功
（
静

　岡
）

 ●全国組合
全医労　全日赤　全ＪＣＨＯ労組　全労災
国共病組

 ●医労連・県医労連
日本医労連　青森県　秋田県　山形県　福島県
茨城県　群馬県　埼玉県　長野県　福井県　愛知県
滋賀県　京都　大阪　奈良県　広島県　福岡県

 ●友誼組合・友好団体
全労連　全農協労連　鹿児島県農協労組　建交労
国公労連　国民救援会中央本部　母親大会実行委員会
日本原水協　日本医療総合研究所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（順不同）

メッセージを寄せて頂いた組織・団体メッセージを寄せて頂いた組織・団体

●
議
長

　奥
井

　明
子
（
秋
田
）

　大
平

　雅
浩
（
新
潟
）

　市
川

　貴
之
（
長
野
）

●
議
事
運
営
委
員
会

　小
西

　正
規
（
秋
田
）

　清
水

　孝
則
（
長
野
）

★
岡
村

　秀
人
（
岐
阜
）

　杢
保

　貴
幸
（
香
川
）

　岡
野

　
　学
（
中
執
）

●
選
挙
管
理
委
員
会

　池
田

　裕
晃
（
北
海
道
）

★
吉
井

　京
湖
（
茨
城
）

　山
本

　祐
二
朗
（
静
岡
）

　万
里

　昌
美
（
徳
島
）

●
大
会
事
務
局

・
大
会
書
記

　西
澤

　
　由
美
（
長
野
）

　小
布
施

　美
佐
（
長
野
）

【
次
期
選
挙
管
理
委
員
】

　三

　北
・
福
島

　関

　信
・
長
野

　東

　海
・
岐
阜

　西
日
本
・
徳
島

★
印
は
委
員
長

２
０
２
２
年
度

全
厚
労
役
員

退
任
さ
れ
た
役
員

大
会
役
員

茨
城
・
藤
田
周
さ
ん

　
21
秋
闘
の
年
度
末
交
渉
は
21
春

闘
か
ら
の
継
続
的
闘
い
と
し
て
臨

ん
だ
。21
春
闘
は
会
か
ら
夏
１
・
５
、

冬
１
・
５
、
剰
余
が
出
れ
ば
年
度

末
に
１
ヵ
月
分
と
い
う
提
案
だ
っ

た
。
前
年
も
コ
ロ
ナ
禍
で
経
営
に

協
力
し
た
の
で
２
年
連
続
は
許
せ

ず
、「
夏
の
２
か
月
は
払
え
る
の

だ
か
ら
き
ち
ん
と
払
い
、
冬
と
は

切
り
離
し
て
交
渉
せ
よ
」
と
迫
り
、

夏
２
ヵ
月
を
確
保
し
た
。
組
合
は

今
後
も
、「
生
活
給
と
し
て
年
間

４
ヶ
月
」
の
要
求
を
ブ
レ
ず
に
守

っ
て
い
く
。

三
重
・
畑
中
剛
喜
さ
ん

　
昨
年
９
月
の
労
使
協
議
会
で
会

側
よ
り
、
新
人
事
給
与
制
度
の
た

た
き
台
の
説
明
。
そ
の
後
、
各
支

部
へ
の
説
明
会
を
依
頼
し
開
催
。

10
月
の
労
使
協
議
会
で
問
題
点
を

指
摘
、
そ
の
後
も
意
見
や
問
題
点

を
集
約
し
提
出
、
11
月
に
回
答
を

求
め
た
。
た
た
き
台
で
は
、
賞
与

は
「
55
歳
以
上
の
管
理
職
及
び
役

職
者
の
み
が
満
額
に
改
善
」
だ
っ

た
た
め
「
対
象
職
員
の
一
律
支

給
」「
危
険
手
当
２
の
廃
止
」「
待

機
手
当
の
改
善
」
を
要
望
し
、
再

度
各
支
部
へ
の
説
明
会
等
を
行
い
、

賛
成
７
支
部
、
反
対
１
支
部
の
中

で
12
月
に
合
意
し
た
。
今
回
の
給

与
変
更
は
給
与
枠
の
変
更
を
変
え

な
い
で
手
当
の
組
み
換
え
を
行
っ

た
も
の
で
、
長
年
解
決
で
き
な
か

っ
た
55
歳
以
降
の
賞
与
50
％
支
給

を
改
善
さ
せ
た
。
負
担
と
な
っ
て

い
る
、
宿
日
直
、
待
機
、
夜
勤
の

手
当
が
増
額
さ
れ
た
こ
と
は
プ
ラ

ス
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
他
課
題

は
い
く
つ
も
残
っ
て
い
る
が
継
続

協
議
を
進
め
る
。

広
島
・
田
邊
将
寛
さ
ん

　
秋
闘
要
求
で
は
、
２
．
４
ヶ
月

＋
２
万
円
、
コ
ロ
ナ
手
当
を
求
め

た
。
交
渉
を
繰
り
返
し
２
・
４
ヶ

月
＋
１
万
円
と
コ
ロ
ナ
手
当
全
職

員
５
万
円
を
勝
ち
取
っ
た
。
春
闘

で
は
「
将
来
的
に
夜
勤
６
日
を
目

指
す
」
確
認
書
を
交
わ
し
た
。
実

現
に
向
け
て
は
時
間
を
要
す
る
と

思
う
が
、
会
側
と
夜
勤
の
有
害
性

や
過
酷
さ
を
共
通
認
識
し
、
前
進

で
き
た
こ
と
は
大
き
な
進
歩
。「
子

の
看
護
休
暇
」
で
は
、
22
年
７
月

１
日
よ
り
無
給
か
ら
有
給
に
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
１
年
の
前

進
は
、
組
合
事
務
所
に
相
談
に
来

た
多
く
の
組
合
員
の
要
望
や
相
談

に
１
つ
ず
つ
丁
寧
に
対
応
し
、
や

っ
て
き
た
成
果
。
ま
だ
ま
だ
活
動

制
限
は
続
く
が
、
各
支
部
単
位
で

し
っ
か
り
と
下
地
を
作
り
活
動
を

行
な
っ
て
い
く
。

長
野
・
小
林
吟
子
さ
ん

　
22
春
闘
で
は
、
定
期
昇
給
＋
ベ

ー
ス
ア
ッ
プ
４
万
円
を
要
求
。
会

は
「
年
間
一
時
金
を
３
．
８
ヶ
月
。

定
昇
確
保
」
と
回
答
。
ベ
ア
に
か

わ
る
全
職
員
対
象
手
当
は
「
10
月

か
ら
の
診
療
報
酬
の
詳
細
が
決
定

し
て
お
ら
ず
、
負
担
額
が
見
込
め

な
い
こ
と
、
４
週
８
休
導
入
実
現

の
場
合
は
実
質
的
な
ベ
ア
に
な
る

た
め
、
現
段
階
で
は
財
務
状
況
が

見
込
め
ず
支
給
は
困
難
」
と
回
答
。

労
組
は
「
20
年
間
ベ
ア
が
な
く
、

生
活
負
担
額
も
増
加
、
組
合
員
は

再
構
築
へ
の
努
力
も
惜
し
ま
ず
に

一
時
金
削
減
に
も
理
解
を
示
し
て

き
た
。
財
務
状
況
や
、
施
設
光
熱

費
の
高
騰
影
響
は
理
解
で
き
る
が
、

職
員
の
実
質
賃
金
は
物
価
高
騰
も

含
め
減
少
。
よ
り
よ
い
医
療
・
介

護
を
提
供
で
き
る
努
力
を
最
大
限

払
っ
て
き
た
職
員
の
生
活
水
準
が

低
下
の
現
状
に
対
し
て
、
改
善
の

方
向
性
を
見
つ
け
よ
う
と
す
る
姿

勢
が
ま
っ
た
く
見
え
な
い
」
と
の

反
論
に
会
も
理
解
を
示
し
継
続
協

議
と
な
っ
た
。

福
島
・
船
木
裕
子
さ
ん

　
秋
闘
・
春
闘
で
組
合
員
か
ら
あ

が
っ
た
ほ
ぼ
す
べ
て
の
要
求
と
専

門
部
か
ら
の
要
求
を
提
出
。
秋
闘

５
項
目
、
春
闘
で
は
６
項
目
で
前

進
回
答
を
得
た
。
秋
闘
で
は
、
青

年
部
か
ら
の
継
続
要
求
で
あ
る

「
出
産
休
暇
の
取
得
可
能
期
間
」を
、

10
日
か
ら
14
日
に
拡
大
さ
せ
た
。

春
闘
で
は
、
助
産
師
に
新
た
な
手

当
を
獲
得
し
た
。
ま
た
看
護
・
介

護
職
員
等
処
遇
改
善
事
業
補
助
金

は
看
護
職
４
千
円
、
介
護
職
７
千

円
が
支
給
と
な
り
会
の
持
ち
出
し

も
あ
り
非
対
象
で
あ
る
２
病
院
も

含
め
全
病
院
の
臨
時
・
パ
ー
ト
を

除
く
看
護
師
と
、
全
施
設
で
働
く

介
護
職
と
病
院
で
勤
務
し
介
護
職

の
給
料
表
扱
い
に
な
っ
て
い
る
介

護
職
と
相
談
員
に
も
支
給
し
た
。

神
奈
川
・
中
村
淳
一
さ
ん

　
伊
勢
原
協
同
病
院
の
検
査
室
で
、

７
年
に
わ
た
っ
て
管
理
者
に
よ
る

パ
ワ
ハ
ラ
が
続
い
た
。
こ
の
間
５

人
が
退
職
と
異
動
に
追
い
や
ら
れ

た
。
具
体
的
に
は
ス
タ
ッ
フ
全
員

に
月
末
提
出
書
類
の
ミ
ス
の
減
点

表
の
張
り
出
し
や
、「
人
事
考
課

を
す
る
」
と
全
員
の
前
で
辱
め
を

行
っ
た
。
入
念
な
準
備
を
経
て
団

交
を
行
い
、
事
務
長
が
思
わ
ず
謝

罪
す
る
ほ
ど
の
94
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ

証
拠
を
突
き
つ
け
た
。
そ
の
結
果

パ
ワ
ハ
ラ
当
事
者
の
配
置
転
換
が

行
わ
れ
た
。
振
替
休
日
と
年
休
が

０
・
５
日
ず
つ
に
分
割
さ
れ
た
法

違
反
問
題
も
改
善
す
る
こ
と
を
約

束
さ
せ
た
。
昨
年
12
月
に
は
３
年

分
の
振
替
休
日
の
割
増
賃
金
を
15

人
分
で
約
１
０
０
万
円
支
払
わ
せ

た
。
そ
の
他
合
わ
せ
て
10
項
目
の

要
求
を
勝
ち
取
っ
た
。
36
協
定
の

実
務
点
検
者
の
実
績
を
基
に
、
新

し
い
組
合
事
務
所
を
提
供
さ
せ
た
。

今
後
は
事
務
所
を
活
用
し
、
他
の

職
場
に
も
労
基
法
違
反
是
正
の
取

り
組
み
を
広
げ
一
層
強
化
す
る
。

岐
阜
・
岡
村
秀
人
さ
ん

　
夏
季
団
体
交
渉
前
に
「
緊
急
ア

ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
。
労
使
交
渉

で
結
果
を
突
き
つ
け
、
会
側
も

「
参
考
に
な
っ
た
」と
言
っ
て
い
た
。

主
任
級
以
上
の
時
間
外
手
当
の
併

給
調
整
の
是
正
・
撤
廃
に
つ
い
て

は
、
撤
廃
と
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、

初
め
て
会
側
も
「
問
題
視
し
て
い

る
」
と
し
て
、
継
続
協
議
を
確
約

さ
せ
た
。
人
員
確
保
は
、
労
使
交

渉
の
中
で
、
各
事
業
所
の
「
労
働

安
全
衛
生
委
員
会
」
で
、
要
員
計

画
を
労
使
一
緒
に
策
定
し
よ
う
と

提
案
が
あ
っ
た
。
組
織
強
化
に
つ

い
て
、
全
８
支
部
中
６
支
部
で
加

入
率
が
50
％
を
切
り
、
岐
厚
労
全

体
で
も
38
・
６
％
と
低
い
加
入
率
。

今
年
度
執
行
部
で
加
入
の
促
進
と

脱
退
の
防
止
に
様
々
取
り
組
ん
だ
。

ま
ず
は
目
に
見
え
る
対
策
と
し
て
、

「
リ
ロ
ク
ラ
ブ
（
株
式
会
社
福
利

厚
生
倶
楽
部
）」
福
利
厚
生
サ
ー

ビ
ス
の
５
年
間
試
行
を
大
会
で
決

め
た
。

富
山
・
橘
優
人
さ
ん

　
昨
年
度
の
一
時
金
闘
争
で
は
収

支
状
況
が
厳
し
い
な
か
、
２
・
０

ヶ
月
の
支
給
、
さ
ら
に
コ
ロ
ナ
対

応
手
当
と
し
て
一
律
５
万
円
の
支

給
。
55
歳
以
降
の
６
割
支
給
対
象

者
は
暫
定
措
置
と
し
な
が
ら
昨
年

度
同
様
の
８
割
支
給
。
年
度
末
一

時
金
で
は
敢
闘
手
当
０
・
２
ヶ
月

の
支
給
と
一
律
５
万
円
の
支
給
。

55
歳
以
降
の
６
割
支
給
対
象
者
は

減
額
な
し
の
満
額
支
給
と
な
っ
た
。

夏
期
一
時
金
は
、
収
支
は
計
画
未

達
の
な
か
、
２
．
０
ヶ
月
の
支
給
、

55
歳
以
降
の
６
割
支
給
対
象
者
は

暫
定
措
置
と
し
な
が
ら
８
割
５
分

支
給
と
な
り
、
少
し
ず
つ
だ
が
支

給
率
の
改
善
と
な
っ
た
。
看
護
師

の
確
保
策
と
し
て
看
護
師
調
整
手

当
の
倍
額
や
随
時
募
集
の
支
度
金

の
増
額
な
ど
賃
金
に
関
す
る
処
遇

改
善
が
行
わ
れ
た
。
年
齢
構
成
が

高
い
、
栄
養
士
・
調
理
師
を
新
た

に
４
名
を
確
保
。
60
歳
以
降
の
継

続
雇
用
制
度
に
お
い
て
す
べ
て
の

職
種
の
賃
金
が
増
額
と
な
り
、
大

き
な
前
進
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で

「
医
療
手
当
の
段
階
的
削
減
（
平

成
15
年
〜
18
年
）」
と
「
暫
定
給

か
ら
の
減
額
措
置
（
平
成
19
年
〜

令
和
２
年
）」
が
継
続
さ
れ
、
労

働
組
合
と
し
て
一
定
の
理
解
と
協

力
を
し
て
き
た
が
、
22
春
闘
で
は

減
額
措
置
の
な
い
定
期
昇
給
の
実

施
と
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
強
く
訴

え
、
20
年
ぶ
り
の
満
額
の
定
期
昇

給
と
な
っ
た
。

愛
知
・
沖
公
平
さ
ん

　
21
年
度
は
12
月
の
時
点
で
経
営

側
の
判
断
に
よ
り
冬
季
一
時
金
と

は
別
に
「
特
別
な
賞
与
」
と
し
て

箇
率
０
・
５
ヶ
月
が
支
給
さ
れ
た
。

22
年
春
闘
で
は
①
21
年
度
末
賞
与

の
最
大
限
の
支
給
、②
定
期
昇
給

の
実
施
、③
年
間
４
・
０
ケ
月
の

一
時
金
支
給
の
確
約
を
求
め
、
い

ず
れ
も
満
額
回
答
で
あ
り
妥
結
。

さ
ら
に
、
経
営
側
（
理
事
長
）
の

判
断
に
よ
り
年
度
末
賞
与
と
は
別

に
一
律
金
10
万
円
が
支
給
。
コ
ロ

ナ
対
応
に
奮
闘
す
る
職
員
の
努
力

を
評
価
す
べ
き
と
の
労
使
共
通
の

想
い
が
形
に
な
っ
た
も
の
と
考
え

て
い
る
。
他
に
、
過
去
何
度
も
交

渉
を
重
ね
た
経
緯
の
あ
る
通
勤
手

当
（
有
料
道
路
代
）
の
、「
支
給

額
上
限
４
万
５
千
円
撤
廃
」
を
要

求
。
結
果
、
上
限
撤
廃
は
実
現
し

な
か
っ
た
が
、
現
状
の
上
限
４
万

５
千
円
を
勝
ち
取
っ
た
10
年
前
の

交
渉
時
に
「
今
後
再
検
討
し
な

い
」
と
確
認
し
た
こ
と
を
打
ち
破

り
、
今
回
の
交
渉
に
よ
っ
て
再
度

検
討
の
遡
上
に
乗
っ
た
と
い
う
成

果
を
得
た
。

徳
島
・
椹
口
浩
之
さ
ん

　
秋
闘
で
は
深
夜
勤
務
の
前
日
の

イ
ン
タ
ー
バ
ル
確
保
の
た
め
に
半

日
勤
務
か
休
日
と
な
り
、
実
質
的

な
休
日
が
減
少
し
て
い
る
部
分
の

年
２
回
、
半
日
の
勤
務
免
除
を
勝

ち
取
っ
た
。
年
末
交
渉
で
は
、
根

気
強
く
交
渉
し
59
歳
以
上
の
職
員

に
対
し
現
在
の
算
定
率
40
％
に
プ

ラ
ス
５
万
円
と
い
う
回
答
。
年
度

末
交
渉
も
２
回
の
団
体
交
渉
を
行

い
４
次
回
答
と
し
て
一
時
金
２
万

２
千
円
、
補
助
金
８
千
円
の
計
３

万
円
を
引
き
だ
し
妥
結
。
春
闘
で

は
56
歳
以
上
の
一
時
金
支
給
率
の

改
善
交
渉
を
主
に
行
い
、
現
行
59

歳
以
上
の
算
定
率
40
％
を
、
59
歳

は
50
％
、
60
歳
は
45
％
と
前
進
回

答
を
得
た
。
手
術
室
勤
務
手
当
も

千
円
増
の
６
千
円
／
月
と
増
額
さ

せ
た
。
放
射
線
手
当
は
昭
和
59
年

よ
り
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
現
在
の

高
度
化
さ
れ
た
業
務
に
適
し
た
手

当
を
支
給
す
る
よ
う
求
め
、
現
行

の
７
千
５
百
円
か
ら
１
万
円
へ
増

額
さ
せ
た
。

高
知
・
北
村
雅
志
さ
ん

　
秋
闘
で
は
要
求
書
の
内
容
を
上

回
る
一
時
金
を
、
春
闘
で
は
昨
年

度
と
同
等
の
一
時
金
を
獲
得
し
た
。

組
織
拡
大
で
は
新
人
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
を
６
月
に
開
催
し
、
新

人
職
員
７
名
が
加
入
。
高
厚
労
は

こ
こ
数
年
組
織
拡
大
に
力
を
入
れ
、

積
極
的
に
組
合
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
を

行
い
、
加
入
促
進
に
努
め
て
い
る
。

そ
の
甲
斐
も
あ
っ
て
、
減
少
し
て

い
た
組
合
員
数
も
こ
こ
数
年
で
回

復
し
て
き
て
い
る
。
昨
年
度
看
護

師
の
夜
勤
手
当
倍
額
支
給
を
廃
止

し
た
た
め
、
こ
れ
ま
で
春
闘
で
訴

え
て
き
た
看
護
師
の
夜
勤
回
数
８

回
を
よ
り
確
実
に
守
ら
せ
る
よ
う

看
護
部
長
と
も
話
し
合
い
改
善
し

て
き
て
い
る
。
今
後
の
重
点
課
題

は
組
織
拡
大
、
こ
こ
数
年
の
新
人

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
後
の
新
人

加
入
率
は
好
調
で
、
今
後
も
引
き

続
き
新
人
の
加
入
や
未
加
入
者
へ

の
勧
誘
も
積
極
的
に
行
い
、
目
先

の
目
標
で
あ
る
組
合
員
数
百
人
を

ク
リ
ア
し
、
そ
の
後
も
組
織
拡
大

す
る
よ
う
に
努
め
て
い
く
。

　
第
70
回
定
期
大
会
で
は
、
当
日
発
言
と
文
書
発
言
を
合

わ
せ
、
各
県
よ
り
14
本
、
専
門
委
員
会
か
ら
４
本
の
計
18

本
の
発
言
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
当
日
発
言
は
14
本
で
し
た
。

大
会
で
の
報
告
と
発
言
を
一
部
抜
粋
し
紹
介
し
ま
す
。

大
会
で
の
報
告
と
討
論
内
容

大
会
で
の
報
告
と
討
論
内
容
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当
選
者
（
読
者
の
声
掲
載
者
含
む
）
15
名
様
に
図
書
（
ク
オ
）
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す

答
え
と
本
紙
の
感
想
な
ど
を
添
え
て
下
記
あ
て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

当
選
の
結
果
は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
７
月
号
の
答
え
は
「
イ
チ
バ
ン
ボ
シ
」
で
、

当
選
倍
率
は
２
・
６
倍
（
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
聞
か
せ
て
、
読
者
の
声
計
15
名
当
選
）
で
し
た
。

頑張る仲間

　社会医療法人熊谷総合病院で臨床工学技士、
熊総労で書記長をしております平井真史です。
現在は、機器管理がメインでいろんな所で修理
や点検をしています。当院では今月患者・職員
の感染者が過去一で、正念場となっています。
さらにこの数年で色々なものが値上げされ、上
がらない給料と上がったままの消費税で、みん
なストレスは限界をとうに超えていると私は感
じています。
　そんな中の私のストレス解消はコーヒーを飲
むことです。大学時代に美味しいドリップコー
ヒーを教わり、インスタント→コーヒー粉→豆
から挽くところまで来ています。何も考えずに、
ミルで豆をゴリゴリと挽いて飲む一杯は最高です。コーヒーが苦手な方も挽
き方や豆によっては飲みやすいものもありますので、一度お試しあれ。
　最後に今年から全厚労の中央執行委員となりました。以後よろしくお願い
いたします。

　徳厚労の組合活動にはなくてはならない西
村真弓さんを紹介します。
　西村さんは阿南医療センターの看護師とし
て勤務し、執行委員として活躍されています。
次年度からは全厚労の看護委員として上部団
体とのつながりを担うこととなっています。
　西村さんの魅力は、ビューティーに特化し
ていること・物怖じしないこと・現場の問題
を的確に西村さんの言葉で闘争の場で伝える
ことが出来ます。家庭に帰るととても優しい
ご主人と4人のお子さんのママさんとして奔
走しています。ぐいぐいと徳厚労を引っ張っ
てくれる自由の女神様として、その言葉にど
きっとすることもありますが組合活動を協働
していきたいと思います。

各県・現場で運動に、趣味に、
仕事に頑張る人々を紹介するコ
ーナーです。
第177回は熊谷と徳島にお願い
しました。

熊谷　平井真史さん

徳島　西村真弓さん

つぶやき教宣部の教宣部の教宣部の つぶやき

お
も
ち
ゃ

　
長
男
が
仮
面
ラ
イ

ダ
ー「
リ
バ
イ
ス
」に

ハ
マ
っ
た
。私
は
幼
少

期
そ
う
い
う「
お
も

ち
ゃ
」は
あ
ま
り
買
っ

て
貰
え
な
か
っ
た
の

で
、
変
身
ベ
ル
ト
を

買
っ
て
あ
げ
た
。
そ

れ
か
ら
半
年
ほ
ど
で

Ｔ
Ｖ
で
は
新
し
い
仮

面
ラ
イ
ダ
ー「
ギ
ー

ツ
」が
始
ま
り
、
今

持
っ
て
い
る
ベ
ル
ト
は

過
去
の
も
の
に…

。

結
構
い
い
値
段
す
る
の
で
、
子

ど
も
に
は
当
分「
リ
バ
イ
ス
」で

い
て
く
れ
と
思
っ
た
。そ
れ
と
同

時
に
自
分
の
親
が
私
に
こ
う
い

う
た
ぐ
い
の
お
も
ち
ゃ
を
買
わ

な
か
っ
た
の
は
正
解
だ
っ
た
な
と

今
に
な
っ
て
わ
か
っ
た
。（
Ｏ
Ｋ
）

　読者の声、聞かせて・教えて、クロスワー
ドはすべてＱＲコードよりスマホから投稿でき
ます。氏名・住所・希望景品（図書カード
又はクオカード）は必須事項です。

　
子
供
の
保
育
園
が
コ
ロ
ナ
に
よ

り
休
園
に
な
り
ま
し
た
。私
も
職

場
に
出
勤
で
き
ず
、周
り
の
ス
タ
ッ

フ
に
は
本
当
に
申
し
訳
な
い
と
思

い
つ
つ
休
ま
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

で
も
、お
互
い
様
、い
つ
で
も
誰
に

で
も
あ
り
う
る
こ
と
と
、職
場
の

方
々
が
協
力
し
て
私
の
仕
事
を
分

け
て
く
れ
ま
し
た
。本
当
に
感
謝

で
す
。私
も
で
き
る
こ
と
を
し
て
い

こ
う
と
思
い
ま
し
た
。　（
長
野
）

―
―
お
互
い
さ
ま
で
休
み
や
す
い

職
場
、
最
高
に
良
い
で
す
よ

ね
！
他
の
人
に
何
か
あ
れ
ば

今
度
は
あ
な
た
が
助
け
て
あ

げ
て
下
さ
い
。
　
　（
Ｋ
Ｕ
）

　
就
職
し
て
か
ら
一
度
も
ベ
ア
は

無
く
、仕
事
の
量
は
増
え
、さ
ら
に

物
価
高
騰
で
、実
質
賃
金
は
下
が

る
ば
か
り…

。な
の
に
防
衛
費
、元

安
倍
総
理
の
国
葬
に
莫
大
な
お
金

が
か
け
ら
れ
る
な
ん
て
お
か
し

い
！
国
民
み
ん
な
の
た
め
に
お
金

を
使
っ
て
ほ
し
い
で
す
！（
長
野
）

―
―
同
感
！
医
療
職
で
は
ベ
ア
な

ん
て
ほ
ぼ
死
語
、現
在
は
定
昇

し
て
も
実
質
賃
金
は
低
下
の一

途
。税
金
は
首
相
ひ
と
り
の

も
の
な
の
か（
怒
）     （
Ｏ
Ｇ
）

　
物
価
に
対
応
し
て
、最
低
賃
金

の
引
き
上
げ
を
。特
に「
地
方
在

住
」、「〝
再
〞継
続
雇
用
」、「
年
金
未

受
給
者
」は
三
重
苦
で
す
。大
幅
引

き
上
げ
を
強
く
希
望
し
ま
す
。

（
新
潟
）

―
―
同
感
で
す
。
賃
上
げ
を
し
て

こ
な
か
っ
た
し
わ
寄
せ
が
国

民
の
生
活
苦
に
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
こ
そ
、
政
治
の
責
任
だ

と
思
う
。
　          （
Ｈ
Ｔ
）

　
地
元
の
花
火
大
会
を
自
宅
で
オ

ン
ラ
イ
ン
を
通
じ
て
楽
し
み
ま
し

た
。３
年
振
り
の
開
催
で
、家
族
で

夏
を
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。新
規
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

者
数
は
未
だ
に
減
り
ま
せ
ん
が
、

医
療
従
事
者
と
し
て
こ
れ
か
ら
も

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。（
北
海
道
）

―
―
自
宅
に
い
て
も
季
節
を
感
じ

ら
れ
る
の
が
良
い
で
す
ね
。い

つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。お
疲
れ
様
で
す
。体
に
気

を
付
け
て
今
後
も
が
ん
ば
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。   （
Ｅ
Ｎ
）

☆７月号で募集した「聞かせて・教えて」の結果発表☆
質問１　７月号で一番興味があった面は？
22春闘の成果や教宣部の広島３病院視察についての１面が14票
でダントツ。次いで参院選後の社会保障等について２面が９票。
母性保護月間についての３面４票、４面２票となりました。
質問２　消費税、今後どうするべき？
「現状維持」が14票と最多、ついで「減税」12票、「増税」2票、「そ
の他」2票で「一般庶民は買わない高級品には税率を高くする」
といった意見がありました。買い物をすれば子どもも払う消費
税は、所得の少ない人に重く負担があり、社会保障の財源にふ
さわしいとは思えません…物価高の今、消費税どうするべき？
について今後も考えていきたいですね。

質問１　９月号で一番興味があった面は？
　　　　Ａ＝１面　Ｂ＝２面　Ｃ＝３面　Ｄ＝４面
質問２　新年度スタート！全厚労ニュースに期待すること
　　　　Ａ＝各県労組の成果や情報
　　　　Ｂ＝医療をとりまく情勢
　　　　Ｃ＝看護、青年層などに特化した内容　
　　　　Ｄ＝その他、特集してほしいこと等
　　　　　　（その他欄に具体的に記入ください）

さて、今回の「聞かせて・教えて！」は

全厚労ツイッター
職場の声を
つぶやき中！

聞かせて・教えて！のコーナー聞かせて・教えて！のコーナー

（4）2022年９月20日 第505号全 厚 労 ニ ュ ー ス

https://twitter.com/zenkouro
https://www.zenkouro.org/wp/
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSf_pD9cCoO4xeYQ4p-cP-hkCfoojzKKLSgKEk0XDo2f0Z_dng/viewform?usp=sf_link

